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1単位 2単位 3単位 4単位
（115≦）X≦114 9（7） 18（14） 27（22） 36（29）
3．欠課時数が4分の1以上のものについては成績会議で事情を審議したうえで，補講またはレポート
　等の提出によって補充を与え，これを授業時間数として算入することもある。　ただし，原則とし
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　　　欠課時数は3分の1を限度とする。
第3条　評定
　　1．評定の方法は，各教科・科目の目標に照らし，特に高い程度に達成しているものを5とし，高い程
　　　度に達しているものを4とし，おおむね達成しているものを3とし，達成が不十分なものを2とし，
　　　達成が著しく不十分なものを1とする。
　　2．学年末の成績評定は，1年間の総合成績とする。
第4条　修得
　　1．評定2以上を得た教科・科目について，職員会議の議決を経て学校長が単位修得の認定を行う。評
　　　定1の場合は『修得単位数』欄に0と記入する。
　　2．評定1が4科目以上ある者は，原則として原級留置とする。
　　3．評定1の科目が3科目以内の者で，3月末を限度として定められた追試期間内の指導により，単位
　　　が追認される見込みがある者については原級留置を保留し，別に定める規定に従って処理する。
　　　a追認試験の通知を受けたものは受験することを原則とする。受験者は受験票の提出を持ってそ
　　　　の意思を表すものとする。
　　　b停学または処分保留の生徒に対する追認試験は必ず受験させることを本体とする。
　　　c正当な理由で追認試験を受けることのできなかったものに対しては，再試験を行うことができる。
　　　d単位修得の追認は追認試験の結果と学年成績により行う。
第5条　進級および卒業の条件
　　1．出席しなければならない日数の4分の3以上の出席を要す。4分の3未満の場合は職員会議で事情
　　　を審議するものとする。
　　　　『授業日数』は生徒の出席すべき年間の総日数とし，個々の生徒については授業日数から出席停
　　　　止，忌引等の日数を差し引いたものを『出席しなければならない日数』とする。
　　2．1年生は，全科目を修得するものとする。
　　　2年生は，不合格単位数が4単位以内でかつ不合格科目数が2科目以内の者。
　　　3年生は，履修単位数の合計が80単位以上のもの。
　　3．この条項の修得方法は，第4条の3のa以下を適用する。
　　4．転入学者等については，別に定めるものとする。
第6条　卒業の認定
　　　　生徒が本校所定の教科・科目を修得し，特別活動の成果が満足できると卒業認定会議で認められた
　　　　場合，学校長は高等学校の全課程の修了を認定し，卒業とする。
第7条　規則の改定
　　1．本規則の改定はすべて職員会議の議決を経て学校長が裁定を与える。
　　2．本規則は2002年4月1日より適用する。（学年進行）
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付記
　　1．本条項に関する細則は別に定める。
卒業および単位認定規則細則
　（1）移行期における卒業及び単位認定規則
　　　普通科
　　　　第3学年（平成12年度入学）　79単位をもって卒業とする
　　　　第2学年（平成13年度入学）　78単位をもって卒業とする
　　　　第1学年（平成14年度入学）　77単位をもって卒業とする
　　　生活科学科
　　　　第3学年（平成12年度入学）　80単位をもって卒業とする
　　　　第2学年（平成13年度入学）　79単位をもって卒業とする
　　　　第1学年（平成14年度入学）　78単位をもって卒業とする
　（2）その他の諸要件は，現行規定を準用する
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